
 
 
 

 
                                              平成 19 年 10 月記事更新 

（株）ＳＩＰシステム  
 

－はじめに－ 

本商品は、落石対策工シリーズとして「落石シミュレーション」と「落石防護擁壁の設計」

の 2 商品により構成されています。 

「落石シミュレーション」では、5 種の解析手法より落石のシミュレーション（質点系落石

解析手法）を可能とし、落石の運動形態（跳躍運動、線運動、飛行運動、衝突運動、すべり運

動、ころがり運動）を計算し、画面上に落石の軌跡線をダイナミックに表示します。 

また、「落石防護擁壁の設計」では、コンクリート防護擁壁の安定解析を行い、「転倒」「滑動」

「地盤反力」「地盤支持力」の判定を行なう他、「許容回転角」「弾性応答時の地盤の回転変形エ

ネルギー」についても照査を行います。「落石シミュレーション」の計算結果からは、「擁壁断

面寸法」「落石特性値」「落石速度」等について「落石防護擁壁の設計」へデータ連動を行い計

算が可能です。   

 

 

 

 

 

 

・日本道路協会「落石対策便覧」 

・理工図書「落石対策工設計マニュアル」（勘田益男） 

・落石対策便覧に関する参考資料-調査研究資料 

・その他「擁壁工指針」「農道/水路工」「宅地防災マニュアルの解説」 

<落石シミュレーション> 

① 吉田らの手法（吉田ら,1983）        ② コロラド州の手法（Barret,1989） 

③ 古賀らの手法（建設省土木研究所,1989） 

④ トロント大学の手法（Stevens,1998）⑤ 右城らの手法（右城ら,2000） 

<落石防護擁壁の設計> 

 ① 安定解析「転倒」「転倒」「滑動」「地盤反力」「地盤支持力」の照査 

 ② 「許容回転角」「弾性応答時の地盤の回転変形エネルギー」の照査 

<落石シミュレーション> 

 落石斜面形状を座標入力、落石防護擁壁およびロックシェッド設置してパラメータ

の入力を行なえば、落石挙動の軌跡線をダイナミックに画面表示。 

<落石防護擁壁の設計> 

 落石防護擁壁の基本設計条件は「落石シミュレーション」からデータ連動が可能 

シミュレーション試行 No を指定した「軌跡線図」の指定や「停止位置・速度（分布

図）」「跳躍量」「跳躍高」「構造物衝突速度（防護堰毎）」の出力 

安定計算結果の判定計算書の出力が可能。 

解析手法 

適用基準 

印刷機能 

計算機能 



＜操作画面の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落石シミュレーション 

落石斜面の入力設定 

シミュレーション中 

軌跡線の 
画面表示 

計算結果の表示 
「停止位置・速度」 
「跳躍量」 
「跳躍高」 
「構造物衝突速度 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落石防護擁壁の設計 

計算結果の表示 
と印刷プレビュー 
 安定計算 
 許容回転角 
 弾性応答時の 
 地盤の回転変形 
 エネルギーの 
 照査 

入力設定画面 
 基本データについては「落石シ

ミュレーション」よりデータ連

動が可能。 

標準値データ

に つ い て は

「参照」ボタ

ンで確認し適

用が可能。 
地震時の指定

も選択するだ

けでＯＫ。 



 
 
 
 
 

 斜面上における落石の挙動を5種類（手法）より落石のシミュレ-ション解析が可能      価格 \157,500-(税込)/HASP（USB）仕様 

 

 
○（社）日本道路協会 
・落石対策便覧（H12/8） 

○参考文献および資料 
・落石対策便覧に関する参考 
 資料-調査研究資料（H14/4） 
・落石対策工設計マニュアル 

/勘田益男（理工図書） 
 
  

○ 吉田らの手法 
（吉田ら,1983） 

○ コロラド州の手法 
（Barret,1989） 

○ 古賀らの手法 
（建設省土木研究所,1989） 

○ トロント大学の手法 
（Stevens,1998） 

○ 右城らの手法 
（右城ら,2000）    

 
 

本システムは、5種の解析手法より落石シミュレーション（質点系落石解析手法）を可能としています。 
落石の運動形態（跳躍運動、線運動、飛行運動、衝突運動、すべり運動、ころがり運動）については、各手法の
パラメータの指定により落石の挙動を試行回数分繰り返しながら、画面上に落石の軌跡線をダイナミックに表示
します。計算終了後、画面上に軌跡線図、停止位置・速度、跳躍量、跳躍高、構造物衝突速度（防護壁毎）を表
示、計算書出力においては、試行回数Noを指定し個別の軌跡図の出力が可能です。また、計算書は、Wordへの
出力変換も可能です。本システムの計算結果および形状データは、「落石防護擁壁の設計」へ連動が可能です。 
 

 
 

１． 各解析手法のパラメータの入力値（経験値）については、参考値をテーブ
ル化していますので画面上で確認が可能です。  

２． 落石斜面形状については、座標値入力を行えば「軌跡図」表示画面上にリ
アルタイムにスケーリング表示されます。 

３． 落石防護擁壁（本体部+フェンス部/最大10基）、ロックシェッド（ロッ
クシェッド長+傾斜度/最大10基）を斜面上に任意に設置可能です。 

４． シミュレーションは、指定された試行回数分演算を行い、順次画面上にダ
イナミックに落石挙動の軌跡線を描画していきます。全ての試行回数を終
了後は、全表示や個別に試行Noを指定した画面表示が可能です。 

５． シミュレーション終了後は、「停止位置・速度（分布図）」「跳躍量」「跳躍
高」「構造物衝突速度（防護堰毎）」を画面上で確認が可能です。「跳躍量・
跳躍高」の計算結果については任意位置の指定も可能です。 

６． 計算書の出力では、施行回数Noを指定した軌跡線図の出力指定が可能な他、
画面表示された計算結果、分布図および詳細計算結果の出力指定も可能です。 

７．計算結果は、プレビュー画面で確認後、印刷出力が可能な他、Wordへの変換出   
力も可能です。また、「落石防護擁壁の設計」へのデータ連動も可能です。    

 
 
 
 
 
 

５種の解析手法搭載

CONTACT  （TEL）：06-6125-2232 （FAX）：06-6125-2233

ACCESS   （URL） ：http://www.sipc.co.jp  （Mail） ：mail＠sipc.co.jp

ご案内 

・本商品に関するご質問、資料請求、見積依頼等ございましたら、お電話、メール等
にて弊社「大阪事務所」までお問合せ下さい。 
商品の操作概要等をご確認頂ける「体験版CD-ROM」を用意しております。 

・弊社ホームページよりも商品概要、リーフレット、出力例、体験版プログラムなどの
ダウンロードを可能としておりますのでご利用下さい。 

株式会社ＳＩＰシステム 
【大阪事務所】 〒542-0081 大阪府大阪市中央区南船場1-18-24-501

（お問合先）       TEL：06-6125-2232 FAX：06-6125-2233  

【 本   店 】 〒599-8128 大阪府堺市東区中茶屋77-1-401 

TEL：072-237-1474 FAX：072-237-1041 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○基 本 Ｏ Ｓ  ：Windows Me/2000/XP/XP-2/Vista 
○ハード環 境  ：Pentium４CPU1.0GMHz以上/画面解像度1024×768以上/HD容量100MB以上 
○ドライブ環境  ：CD-ROMドライブ必須/USBポート必須（プロテクトHASP用） 

CONTACT  （TEL）：06-6125-2232 （FAX）：06-6125-2233

ACCESS  （URL）：http://www.sipc.co.jp   （Mail）：mail@sipc.co.jp

試行回数300回全表示

計算結果を画面表

計算結果を画面表示

印刷プレビューの詳細設定 

計算書は印刷プレビュー後、
印刷出力/Word 変換も可能 

解析手法とパ
ラメータの設定 

斜面形状および斜面
特性値の設定 

落石防護壁の形状 
および配置の設定 

シミュレーション中（計算中） 
指定された試行回数分シミュレート 

「落石シミュレーション」の
結果は「落石防護擁壁の設

計」へデータ連動が可能。



 
 
 
 
 

 斜面上における落石防護擁壁の常時・堆積時・地震時の安定解析が可能           価格 \136,500-(税込)/HASP（USB）仕様 

 

 

○落石適用基準・参考文献 
・落石対策便覧（H18/9） 
・落石対策工設計マニュアル（H14/5） 
○擁壁設計基準 
・土地改良事業計画設計基準・設計 
 「農道」「水路工」 
・日本道路協会 道路土工 

「擁壁工指針」 
 ・（株）ぎょうせい 

 「宅地防災マニュアルの解説」 
 
 

 
○コンクリート構造防護擁壁 

 
 

 
本システムは、コンクリート防護擁壁の安定解析を行うシステム

です。安定解析は、「転倒」「滑動」「地盤反力」「地盤支持力」の判

定の他、「許容回転角」「弾性応答時の地盤の回転変形エネルギー」

について照査を行います。 
 

 
 

１．安定解析に必要な「擁壁断面寸法」「落石特性値」「落石速度」「落石角度」 

「落石衝突点高」ついては、関連商品の「落石シミュレーション」システ 

ムからデータ連動も可能です。  

２．等価摩擦係数については「参照」ボタンで標準値の読み込みが可能です。 

３．安定計算の結果は、画面上で確認が可能です。 

４．計算結果の詳細は、プレビュー画面で内容確認後印刷出力が可能です。 

また、Wordへの出力も可能です。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

防護擁壁の安定計算

ACCESS   （URL） ：http://www.sipc.co.jp  （Mail） ：mail＠sipc.co.jp

ご案内 

・本商品に関するご質問、資料請求、見積依頼等ございましたら、お電話、メール等

にて弊社「大阪事務所」までお問合せ下さい。 
商品の操作概要等をご確認頂ける「体験版CD-ROM」を用意しております。 

・弊社ホームページよりも商品概要、リーフレット、出力例、体験版プログラムなどの

ダウンロードを可能としておりますのでご利用下さい。 

株式会社ＳＩＰシステム 
【大阪事務所】 〒542-0081 大阪府大阪市中央区南船場1-18-24-501

（お問合先）       TEL：06-6125-2232 FAX：06-6125-2233  

【 本   店 】 〒599-8128 大阪府堺市東区中茶屋77-1-401 

TEL：072-237-1474 FAX：072-237-1041 



 

 

 

株式会社ＳＩＰシステム 

ソフトウェア導入ご検討用資料 
 

平成 19 年 3 月版 
＜Rev.9.2＞ 

 

 

 
１.はじめに 
 
２.システム開発環境 

1）開発言語 
2）プロテクト方式 
3）ビューアー版起動 
4）製品版ＣＤ－ＲＯＭ 
 

３.バージョンアップとメンテナンス対応 
1）バージョンアップ 
2）メンテナンス 
 

４.パッケージ商品について 
1）商品形態 
2）キーディスク（FD）の補償 
3）商品発送 
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１．はじめに 

この度は、弊社土木設計ソフトウェアをご検討頂き誠に有難うございます。 

ご検討に際し、弊社ソフトウェアの開発概要およびメンテナンス対応等につきまして本書にまと 
めさせて頂きましたので、ソフトウェア導入のご検討用資料としてご活用頂ければ幸いです。 

 

２．システム開発環境 

  

 2.1 開発言語 

   弊社では、現在下記３種類の開発言語を使用しております。 

 

1）高級言語 Pascal（パスカル）（開発商品Ｃグループ） 

主に水理計算システム/構造計算システム等で利用しています。 

構造化プログラムミングに優れ、データ構築性のあるオブジェクト指向の強い言語とい 

われ、ＭＤＩなどの機能を有効的に活用でき統一した商品プログラムの開発が可能です。 

・対象商品（参考）：水路設計計算システム/管網計算システム 

2）高級言語 Visual Basic/C++（開発商品Ｂグループ） 

VB は高度な RAD 機能を備えているため、ユーザビリティに配慮したユーザーインターフ

ェースの開発を他の開発言語よりも容易に行う事が可能です。また、計算上の処理速度を求

められる場合は、処理速度が速い Visual C++での対応開発も行っています。 

・対象商品（参考）：堤体の安定計算システム/ＲＣ・無筋擁壁の設計システム 

3）Ｍicrosoft 社Ｅxcel ＶＢＡ言語（開発商品Ａグループ） 

煩雑な計算部分をマクロ言語の利用より簡素化できるため開発スピード上げることが

可能、また出力帳票を Excel 上で編集できる等のメリットがありますが、Excel バージョ

ンやＯＳ環境などに左右されやすく使用制限が発生する場合があります。 

・対象商品（参考）：旧管路構造計算システム/旧集水桝構造計算システム 

 

 2.2 プロテクト方式 

弊社「製品版」のプロテクト方式には、下記 3タイプがありユーザ様のご希望によりご提供 

させて頂きます。（キーディスクＦＤ以外は、別途費用が発生します。） 

＜プロテクト方式＞ 

① キーディスク（3.5”ＦＤ）方式（商品価格に含む） 

② ハードプロテクトＨＡＳＰ（USB）方式（別途費用￥10,500-/個） 

③ ネット認証（ＬＡＮ環境で起動）方式（別途費用￥73,500-（￥52,500-）/1Lan 環境） 

 

1）キーディスク（ＦＤ）方式（商品価格に含む） 

 

キーディスク方式は、3.5”ＦＤにご購入商品の保護情報を登録しご提供する方法です。 

 

初回プログラム起動時に、パス 

ワードを 1 回登録すれば、以後 

      ＦＤドライブに「キーディスク 

（ＦＤ）」をセットしていればプ 

ログラム起動が可能となります。 

 
     「キーディスク（ＦＤ）」方式 

の導入から起動までの手順は右 
図以下のようになります。 
１枚の「キーディスク（ＦＤ）」 
に、複数商品の登録も可能です。       
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2）ハードプロテクトＨＡＳＰ（USB）方式（別途費用￥10,500-/個） 

 

ＨＡＳＰ（ＵＳＢ）は、右図のような形をしており、ご購入された商品の保護情 

報が HASP に登録されております。（複数商品の登録も可能です。） 

プログラムインストールし、HASP（USB）専用のドライバをインストールされた後、パソコンの USB ポ 

ートに挿入すれば、プログラムが起動します。 

   

 

 

 

 

 

 

3）ネット認証（ＬＡＮ環境で起動）方式（別途費用￥73,500-（￥52,500-）/1Lan 環境） 

 

    ネット認証システムとは、LAN 上でサーバとするパソコンに 
「ネット認証システム」と「ネット認証用ＨＡＳＰ（USB）」をセ 
ットし、クライアントパソコンに製品版プログラムをインストール 
（複数可）することで、Ｌａｎ上のどのクライアントパソコンから 
も使用権の範囲内で、製品版プログムの起動が可能なシステムです。 
サーバパソコン 1 台、単独の運用も可能です。 

 
ネット認証システムは、ひとつの LAN 環境下において１セットの認証プログラム 

が必要となります。ＷＡＮには対応しておりません。 
       対応ＯＳは、WindowsXP および Windows2000 となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ネット認証システム導入のメリット』 

１．「キーディスクＦＤ」方式よりプログラム動作が速く信頼性あります。 

２．複数のパソコンで同一商品をご利用の場合、パソコン間でプロテクトキーの抜き差しの必
要がありません。 

３．商品プロテクト HASP の個数が６本以上となる場合「ネット認証システム」がお得です。
４．「ネット認証システム」は、ＩＮメールで「認証コード」の発行を行いますので、追加商

品ご購入の場合「認証コードファイル」を弊社よりメール受信・登録すれば、即商品の起
動が即可能となります。 

『HASP（USB）方式のメリット』 
１．「キーディスクＦＤ」方式より、プログラム保護情報を確認する動作が速くプログラム起

動や計算速度が速く、操作性が向上します。 
２．破損に対する信頼性が高いので、ＦＤのような劣化の心配が無い。 
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2.3 ビューアー版起動 

プログラムは、「キーディスクＦＤ（またはＨＡＳＰ）」を各ドライブに挿入しておくことで

製品版として起動します。 

キーディスクをセットせずに起動した場合や使用途中でキーディスクをドライブから抜いた

場合、プログラムは「ビューアー版」として認識します。 

 

「ビューアー版」の状態では、新規データの作成はできませんが、既に作成されたデータや

サンプルデータを読み込んでの計算実行や印刷は可能です。弊社では、この「ビューアー版」

でご利用頂ける状態を「体験版」としています。 

     

「ビューアー版」の活用方法としては、製品版で作成したデータファイルの読み込みが可能 

   となりますので、例えば：業者間において設計計算書のチェック等で印刷帳票のやり取りが必 

要な場合、弊社商品プログラムを両社でインストールして頂き、正規版で作成したデータファ 

イルをメール等で送信する事により、正規版を保有されていない場合でも「ビューアー版」と 

して起動し、そのデータファイルを読み込めば計算書の印刷が可能となります。 

 

 2.4 製品版ＣＤ－ＲＯＭ 

 「製品版ＣＤ－ＲＯＭ」およびメンテナンス 

用の「差替版ＣＤ－ＲＯＭ」には、弊社製品版 

プログラム、体験版プログラム、操作概要書、 

リーフレット、出力例、サンプルデータ等の全 

てが納められています。 

     

製品版プログラムのインストールおよびメン 

テナンス用アップデートプログラムについては 

起動メニュー画面の 

・「製品版のインストール」コーナーより 

体験版プログラムのインストールについては 

・「体験版のインストール」コーナーより 

よりインストールを可能としております。 

 

３．バージョンアップとメンテナンス対応 

 

 3.1 バージョンアップ 

    基準書改定やプログラム改定により商品がバージョンアップした場合、弊社ＨＰへその内容 

の掲載またはバージョンアップ案内をご購入ユーザ様へご案内させて頂きます。 

基本的なバージョンアップ管理は、以下の内容としております。 

 

   ＜メジャーバージョンアップ＞ 

     通常 Ver1.0→Ver2.0、Ver2.0→Ver3.0 というような上位桁バージョンが切り替わった場合

を指します。主として基準書改訂や、大幅な機能アップを行った場合に行われ、商品価格が

改定になる場合や VerUp 費用をご提示させて頂く場合があります。この様な場合、既ユーザ

様への VerUp 費用は、新規商品価格の 30％相当、もしくはご購入して頂いた時点の金額と新

商品価格との差額分を VerUp 費用として提示させて頂いております。 

 

   ＜マイナーバージョンアップ＞ 

     通常 Ver1.0→Ver1.1、Ver1.4→Ver1.6 というような下位桁バージョン番号の切り替えを指 

します。商品の一部機能アップやプログラム修正を行った場合にマイナーバージョンアップ 

を行っています。本バージョンナンバーでその時点の商品の最新バージョンの確認が可能と 

なります。（例：Ver2.2.2.145） 

この場合は、無償差替え（ＨＰ/メンテナンスコーナー等で無償提供）の対象となります。 
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 3.2 メンテナンス対応（問合せ） 

    プログラムの操作等に関するお問合せは、直接メール、お電話またはＦＡＸ連絡票にて 

お問合せをお受けしております。 

プログラムの不具合等に関するメンテナンス情報については、弊社より提供されますメンテ 

ナンス情報メールサービス、または弊社ホームページのメンテナンスコーナーへご利用前にア 

クセスして頂ければ、常に最新版のプログラムの入手を可能としております。 

また、弊社よりメンテナンス用「差替版プログラムＣＤ－ＲＯＭ」を送付させて頂く場合も 

あります。 

   ＜弊社ＨＰよりダウンロード＞ 

弊社ホームページからご利用商品の最新版プログラム情報（メンテナンス情報）の入手が 

可能です。ＨＰアドレス（http://www.sipc.co.jp）へアクセスして頂き、ご利用商品の 

バージョンナンバーとメンテナンスコーナーに記載の最新バージョンナンバーを確認し、古 

い場合は、最新プログラムへのアップデートが可能となります。 

 

４．パッケージ商品構成について 

 

 4.1 納品形態 

   パッケージ商品には、下記のものをパッケージケース梱包しご提供致します。 

1）プログラムＣＤ－ＲＯＭ-----------------------1 枚 

2）キーディスク（3.5”ＦＤ）--------------------1 枚（または HASP（USB）タイプ：有償） 

3）案内書（納品/送付書）------------------------1 枚 

4）案内書（メンテナンスに関するご案内とお願い）-1枚 

5）使用許諾契約書（ソフトウェア使用許諾契約書）-1枚 

6）パスワード連絡票-----------------------------1 枚（HASP の場合は無し） 

7）インストールマニュアル（全商品共通）---------1 冊 

8）オペレーションマニュアル（操作概要書）-------1 冊  

  複数本ご購入の場合は、同一パッケージ内にご購入商品のキーディスク・マニュアルが追加同封 

されます。 

 

 4.2 キーディスク（3.5”ＦＤ）の補償 

プロテクトキーディスク（3.5”ＦＤ）につきましては、通常にご利用になる分については破 

損するケースは殆どありませんが、仮にキーディスクにトラブル（キーを認識しない）が発生 

しました場合には、以下の対応をさせて頂いております。 

 ＜使用許諾書＞からの抜粋 

第 4 条（保証の制限） 

2）お客様の正常なるご使用において不可抗力により、キーディスク（ＦＤ）の破損および 

それに類する具象が発生した場合、本商品ご購入後３ヶ月以内は無償にて再発行させて 

頂きます。但し、上記事由を含め、ご購入後３ヶ月を越える破損につきましては、有償

（キーディスク作成手数料￥5,000-/1 件）、紛失の場合は、販売価格の 50％にてご提供 

させて頂きます。（注：破損の場合は、破損キーディスクとの交換となります。） 

 

4.3 商品発送（納品）について 

ご注文頂きました商品の発送は、原則注文書受領日の翌日宅配便発送としております。 

金曜日の発送分は、月曜日到着となります。（地域より異なります。） 

お急ぎの場合は、当日発送のご相談に応じておりますので弊社までご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

開発・販売元 ：株式会社ＳＩＰシステム 
大阪事務所（お問合せ先） 
〒542-0081 大阪市中央区南船場 1-18-24-501 

TEL：06-6125-2232 FAX：06-6125-2233 
本    店 
〒599-8128 大阪府堺市東区中茶屋 77-1-401 

TEL：072-237-1474 FAX：072-237-1041

ご案内
ご検討頂いております弊社ソフトウェアにつきま

しては、下記ホームページアドレスより「リーフレッ
ト」「出力例」「体験版ＰＲＧ」等のダウンロードを可
能としておりますのでご利用下さい。 

 
http://www.sipc.co.jp mail@sipc.co.jp 


